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＜Abstract＞ 

In this study, we classified and analyzed slang words, including emojis, used on SNS, and clarified their generation process to 

reveal the distinctive characteristics of emojis as a writing system. We found that the same emoji can be interpreted variously 

depending on the context in which it occurs and the difficulty of expression of its concept, and that SNS users borrow rules 

from other writing systems or synthesize the meanings of emojis to complement this feature. In conclusion, this paper argues 

that determining whether emojis are used as pictures or characters depends on the context in which they are used, not the 

emojis themselves. 
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1. はじめに 
　本論文では、Twitter上で芸能人の個人情報などを秘密裏に共有する「情報垢」の投稿を例に絵文字を用いた

隠語を分類し、その生成過程を明らかにする。それにより、絵文字が他の文字体系（ひらがな、カタカナ、漢字、

アルファベット）や絵と比較してどのような性質を持つか明らかにする。 

　絵文字を扱った先行研究は主に絵文字のパラ言語的側面など、メッセージが「主」、絵文字が「従」となる事

例（「ありがとう 」「ごめんなさい 」等に代表される事例）を論じている。具体的には、絵文字の統語的

ふるまい（宗森ら 2007、尾山 2015）、絵文字が受け手に与える印象（廣瀬ら 2014）、絵文字とスタンプの違い

などに着目したもの（西川・中村 2015）などがある。これらの研究は書き言葉（打ち言葉）でのコミュニケー

ションの一側面を明らかにする上で示唆に富んでいるが、本論文で扱う隠語のようにメッセージを一部隠匿した

り、絵文字同士を組み合わせて複雑な意味を伝えたりするような事例、つまり絵文字が「主」として用いられる

事例は分析の射程外である。しかし実際はセクスティング（性的なメッセージのやりとり）において絵文字が使

われるケースなどがよく知られており（Seargeant 2019）、絵文字が「主」となる使用は必ずしも周辺的な事例

とは言えない。したがって本論文では、絵文字が書き言葉（打ち言葉）中で果たす役割をより包括的に明らかに

する試みとして隠語を分析対象にした。 

　Seargeant（2019）を含め、絵文字を用いた隠語の実例は散発的な記述に留まっており、整理されているとは

言い難い。そのため本論文ではまず事例を収集し、整理・分類した。その上で、収集した隠語事例がどのような

プロセスを経て生成されているか分析した。その結果、同一の絵文字であっても生起環境によっては異なる解釈

がなされ、複雑な概念を表しにくい特徴があること、「情報垢」ユーザは他の文字体系の規則を借用したり、絵

文字の意味を合成したりすることでこれらの特徴をカバーしていることを明らかにした。 
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2. 先行研究 
　インターネット上の隠語を扱った先行研究には、安彦ら（2018）と石原（2018）がある。以下にそれぞれをま

とめる。 

2.1 安彦ら（2018） 
　安彦ら（2018）はサイバーパトロールにおける有害性判定支援を目的とし、インターネット上の隠語を収集・

分類している。安彦らによると、インターネット上の隠語は（i）表現が多様で、（ii）投稿に前後の文脈がな

く、（iii）短文であるという。安彦らはさらに、隠語の生成過程を以下のように分類した。 

　（イ）短縮・意味 語を短縮したもの。「援」「円」「○」 （いずれも「援助交際」の意味）など。 

　（ロ）表層的言い換え 単語の間に無意味な記号を挟んだもの。「大!人の関!係きぼう」など。 

　（ハ）マスク 単語の一部を記号などに置き換えたもの。「動画○影」など。 

　（ニ）当て字 似た形の別の文字や記号に置き換えたもの。「く」→「＜」など。 

　（ホ）言外の情報 通常の掲示板では特別な意味を持たないが、書き込まれた場所（ここでは売買 

 春を募集する掲示板）によって意味をなすもの。「意味わかる人」など。 

　安彦らの分類は、隠語の形態上の特徴だけでなく使用される文脈によって隠語となる事例までを分析の射程に

入れている点で示唆に富んでいる。ただし、「＜」「○」などの記号は扱う一方で絵文字は分析の対象外となっ

ており、新たに検討する余地が残されている。 

2.2 石原（2018） 
　石原（2018）は2ちゃんねる「同人板」（アニメや漫画についての書き込みが行われる掲示板）を対象に、伏

字となっている隠語を収集・分類し、「同人板」利用者の意識について論じている。「同人板」での隠語化の対

象はキャラクター名や作品名、作者名などの固有名詞が中心であり、以下のようなタイプが示されている。 

（A）省略 

名称を短縮したもの。公式サイトや作品解説ページに記載されているものは「一般略称」、ファンに

よって創出されたものは「一般外略称」として区別する。「一般外略称」はさらに、語のどこを省略す

るかによって上略、中略、下略、語頭結合、頭文字、他短縮の6つに下位分類されるが、紙幅の都合上「上

略」の例のみを以下に示す。 

（「一般略称」の例） 週刊少年ジャンプ → WJ 

（「一般外略称」のうち「上略」の例） 美少女戦士セーラームーンS → S 

（B） 当字 

名称の語句を異なった文字・記号に変形させるもの。音や文字の形等に依存した変形が行われる。「当

字」にカテゴライズされる語は変形の様態により誤変換、誤入力、英数字・記号、読み替え、合わせ文

字の5つに下位分類されるが、紙幅の都合上、それぞれの定義は4節で実例とともに示すこととし、以下

には「誤変換」の例のみを示す。 

（「誤変換」の例）　 ベルサイユのばら → ベル歳湯の場羅 

（C）訳 
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名称を他言語に訳すもの。「訳」はさらに、外国語や外国語由来のカタカナ表記の名称を日本語訳する

「日訳」、日本語である名称を外国語由来のカタカナ表記に訳す「外訳」に分かれる。以下に例を示す。 

（「日訳」の例） TIGER & BUNNY → 虎兎 

（「外訳」の例） 図書館戦争 → 図書館ウォーズ 

（D）連想 

名称とゆかりのある言葉を用いることによって表すもの。名称の文字列を関連する言葉に差し替える

「名称」、名称が指し示す対象自体の情報によって表す「性質」、対象とは異なる事物や他の集団語を

関連させて指し示す「知識」の3つに下位分類される。以下に例を示す。 

（「名称」の例） ポケットモンスター → 携帯獣 

（「性質」の例） テイルズ オブ レジェンディア →  

 絆が伝説を紡ぎ出すRPG（キャッチコピー） 

（「知識」の例） プリクマ → プリキュアシリーズ  

 （flashアニメ『ふたりはプリクマ』）（原文ママ。注1） 

　本稿では、「情報垢」の投稿に用いられる絵文字を用いた隠語も同様の性質をもつと想定し、第4節での分析

には上記の分類を援用する。 

3. 「情報垢」の性質と投稿内容 
　ここでは「情報垢」の性質と投稿内容について述べ、安彦らの扱うID交換掲示板、および石原の扱う「同人板」

の書き込みとの差異を確認する。 

　「情報垢」（注2）とは「情報共有アカウント」の略称であり、芸能人の個人情報や私的な写真、撮影禁止の

ステージを隠し撮りした映像などをやり取りするアカウントである。「情報」は投稿の本文に書かれているわけ

ではなく、情報提供者が提示する条件（注3）を満たすことで、他のアカウントからは見られない「ダイレクト

メッセージ」機能を通じて受け取れるルールである。 

　第1節で述べた通り、絵文字に関する先行研究ではメッセージが「主」、絵文字が「従」となる事例を主な分

析対象としている。一方で「情報垢」の投稿はほぼ全文が絵文字を用いた隠語で書かれるなど絵文字が「主」と

して用いられており、絵文字を他の文字体系を比較するねらいに適していると判断し、分析対象に選定した。以

下に「情報垢」の投稿例を示す。なおこの例は筆者の作例であるが、これは特定のアカウントを指示することを

避けるためであり、作例中の隠語は実際に収集したデータに基づいている。 

（1）投稿の一例（実際のデータに基づいた作例） 
情ho垢　　　　　始めました  
情報アカウント 

お あ 　　　　　　　　　は　　 　　　 　　　　で酢　  
情報収集の対象となる芸能人　　　　　 「嵐」の　二宮和也　　 です 

　　　のため　 餅は　　　 　　で酢　　が、 
初心者　　　　 　　手持ちの情報　 ゼロ　   です 

　　　　　や　スパ 　　　　　　　　　　　　　　など　協 　させて　丁頁き〼　  
リツイート　　　 　アカウントのスパム報告とブロック　　　　　　   協力　　　　　 　頂きます 
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　　　　 または　 　　　　　　　　　　　で　 　　　　　　　　いたし　〼　　  
リツイート　　　　  　投稿を「お気に入り登録」　　　　 アカウントをフォロー　　　　　　 ます 

　（1）に示すように、「情報垢」の投稿には安彦ら（2018）、石原（2018）にはみられない特徴が多数観察で

きる。具体的には、一般に隠語化されない「です」「ます」なども隠語化することや、「 」で「アカウン

トをフォロー」を意味するなどWeb上のデザインから創発したと考えられる事例がそれにあたる。 

　ただし、これらの差異は（i）「情報垢」の性質、（ii）絵文字自体の性質、（iii）もしくはその両方に起因す

る可能性がある。たとえば「です」「ます」等の語までもが隠語化するのはコミュニティ外のユーザから発見さ

れにくくするための工夫と考えられ、違法性が高いという（i）「情報垢」の性質に基づくと考えられる。一方で

「丁頁き〼」（いただきます）に絵文字が用いられないのは、絵文字では「いただく」のような概念を表しにく

い特徴に起因すると考えられ、（iii）「情報垢」、絵文字の両方の特徴が影響していると分析できるためである。

絵文字を用いた事例分析にあたっては、これらの原因を混同しないよう注意する必要がある。 

4. 事例の収集と整理・分類 
　ここでは、実際にインターネット上から収集した「情報垢」の投稿を石原（2018）に従って整理・分類する。

以下に具体的なデータ収集方法と整理・分類の結果を示す。 

4.1 データの収集方法 
　データの収集にはTwitterの検索APIを用い、「お あ 」（お目当て）という検索語で10スクロール分を検

索し、405件のデータを得た。なお、「お あ 」とは「情報垢」のユーザが情報収集の対象とする芸能人を示

す語である。隠語の中には先に示した「 」（リツイート）のように絵文字1つで成立するものもあるが、こう

した語を検索キーワードに選定すると「情報垢」以外の投稿も紛れ込んでしまう。そのため本論文ではある程度

の長さがあり、「情報垢」コミュニティで固定化した表現である「お あ 」を選定した。 

4.2 事例の整理・分類 
　上記の方法で得たデータを石原（2018）にしたがって分類した。なお、石原の分類から外れる事例は（E）

「その他」として追加した。一部を以下に示す。 

（A）省略 
a. 一般略称（公式サイトまたは作品解説ページに記載された略称） 

 （2）キンプリ（King & Prince）→ （王冠＋プリン） 

 （3）エビダン（恵比寿学園男子部）→ （エビ＋男性） 

b. 一般外略称（「一般略称」以外の略称） 

 （4）葉雅（相葉雅紀）→ 雅（「葉」部分を絵文字に変換） 

（B）当字 
a. 誤変換（名称と異なった変換を行う）※「ベルサイユのばら」→「ベル歳湯の場羅」など 

 （5）需要 → ⑩ 、⑩ 、樹 、受用、需 、需i 、樹用、需  

 （6）企画 → かく、 、 _�、 _�、 ∠ 

b. 誤入力（名称と異なった絵文字を入力する）※「アンパンマン」→「アンパンマソ」など 
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 （7）お心当たり → お ろあたり 

c. 英数字・記号（英数字や記号を用いて名称の文字を表現する） 

 （8）なにわ男子 → 728  

d. 読み替え（名称を敢えて別の読み方にする）※「黒子のバスケ」→「ほくろ」など 

 （9）歌い手 → い  → まいくいて（絵文字をひらがなで読み下す） 

e. 合わせ文字（異なった文字を二種類組み合わせたり、分解したりする） 

 （10）Hey!Say!JUMP → 平成 → ㍻ 

（C）訳 
a. 日訳 

 （11）SixTONES（読みは「ストーンズ」） → 石 →  

b. 外訳 

 今回のデータには出現せず 

（D）連想 
a. 名称（関連する概念に差し替えたもの） 

 （12）BTS（防弾少年団） →  

b. 性質（名称が指し示す対象自体の情報によって表すもの） 

 （13）HiHi Jets → ローラースケートが特技のグループ →  

c. 知識（対象とは異なる事物や他の集団語を関連させて指し示すもの） 

 今回のデータには出現せず 

（E）その他 
a. 漢字の代用 
 （14）お繋ぎ → お ぎ 

 （15）見る → る 

 （16）聞く → く 

b. Webサイトのデザインからの連想 
 （17）リツイート → （リツイートを表すのにリサイクルマークの絵文字を使用） 

 （18）URLリンク →  

4.3 結果 
　以上より、「情報垢」の隠語はおおむね石原（2018）の分類に従って整理できるが、（E）その他の事例が存

在することを含め、「同人板」の書き込みとは一部異なった特徴がみられると明らかになった。具体的には以下

のような特徴である。 

4.3.1 固有名詞以外の隠語化（「情報垢」の性質に起因） 
　石原（2018）では作品名や登場人物など固有名詞が隠語化の対象であったが、「情報垢」では「くだ 」（く

ださる）、「 る い」（見るしかない）なども隠語化されている。中には絵文字の「擬似的文字の機能」
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（尾山 2015）の応用形として「 る」（見る）、「 く」（聞く）など、絵文字を漢字代わりに用いる例も複

数見られる。これは「情報垢」の投稿をより強固に検索エンジンから秘匿するねらいがあると考えられる。（注4） 

4.3.2 パラ言語を補完する用法との並存（絵文字の性質に起因） 
　「情報垢」の投稿には隠語としての絵文字と感情表現としての絵文字が並存している。具体的には「協 させ

て丁頁き〼 」のような事例である。ここでの「 」は隠語ではなく「副言語・非言語を補完する役割」（尾

山 2015）として用いられている。それぞれの絵文字は、文章中に置かれる位置（注5）や絵文字の種類によって

解釈が分けられていると推測される。 

4.3.3 安彦ら（2018）の手法との併用（「情報垢」／絵文字の性質の両方に起因） 
　「情報垢」の投稿には、「表層的言い換え」（安彦ら 2018）が併用されるケースが見られた。「 」（企

画）が「 _ 」（「 」と「 」の間に「_（アンダーバー）」を挟み込む語）へ変化する例がこれにあた

る。これは隠語として定着した語を再度加工することで検索エンジンからより強固に隠匿する目的と考えられ、

主に「情報垢」の性質に起因すると言える。一方で、「情報垢」の投稿には絵文字を伴わない隠語（「無i/イ賞

提/供」「ﾓ.ﾖ.ﾘ」「遭/遇」など）も多く見られた。これは「情報垢」の違法性に起因するのみならず、複雑な概

念は絵文字で表しにくいという絵文字の性質に起因すると考えられる。 

5. 隠語の生成過程の分析 
　この節では、絵文字を用いた隠語の生成過程を分析する。生成過程は、変換ソフトの影響があるものとないも

のに大きく二分できる。以下に詳しく述べる。 

5.1 変換ソフトの影響があるもの 
　絵文字を含む「打ち言葉」の分析においてデバイスの影響（キーボード入力の工程）を無視することはできな

い。たとえば「 」（ジャニーズ事務所のグループ、嵐）はキーボードで「嵐」と変換した結果がそのまま隠語

になったと考えるのが自然であり、嵐というグループの見た目や性質に由来するとは考えにくい。デザインから

の連想で生成された「 」（リツイート）などと比べ、受動的な生成プロセスと言えるだろう。さらに、キー

ボード入力によって変換する事例の中にも、「嵐」→「 」のように直接絵文字化できるものもあれば、何らか

の操作を加えてから絵文字化されるものもある。以下に具体例を示す。 

　（19）変換結果が直接隠語となるもの 

   嵐 →  

　（20）語に操作を加えてから変換し、隠語化するもの 

a. 読みを変更　（i）連濁を消去　　　　　　　　　　北川 → 北 （北＋川） 

   スパブロ（「スパム報告及びブロック」の略） 

   → スパ （スパ＋風呂） 

 （ii）音を追加  需要 → 樹葉 → ⑩ （じゅう＋葉） 

 （iii）音読みを訓読みへ変更 Travis Japan → トラジャ → （トラ＋へび） 

b. 省略を復元　恵比寿学園男子部 → エビダン → （エビ＋男性。「だん」では変換できない） 
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5.2 変換ソフトの影響がないもの 
　5.1の事例がデバイスの変換に任せた生成（受動的な生成）とすれば、ここで示す事例はユーザ側が能動的に絵

文字を選択する例とみることができる。具体的には以下のようなケースである。 

5.2.1 デザインや概念からの直接的な隠語化 
　石原（2018）の枠組みで分類できた隠語は文字列をあえて誤変換するなど、文字媒体による言語表現を経由す

るプロセスを経ている。しかし、「情報垢」の事例には「 」（ディズニーランド）や「 」（相手

の話を聞く）など言語表現を経由しないものも見られ、先行研究とは異なった様相を呈している。同じく先行研

究にはみられない事例として、視覚的類似性に基づく連想から隠語化するものがある。具体的には、「　」のア

イコンで表される「リツイート」をリサイクルマーク「 」で表す用法などがこれにあたる。 

5.2.2 意味の合成 
　事例の中には、絵文字同士を組み合わせて複雑な意味を表すものがある。具体的には「 」（King & 

Princeのメンバー、岸優太）などである。この事例では「King & Prince」というグループ名を「 」（王冠

＋プリン）、岸を「 」で表している。岸を「 」で表すのは、グループ内でメンバー各自に与えられるイ

メージカラーが紫なためである。複数のカラーバリエーションを持つ絵文字は「 」「 」もあるが、あえて

「 」を選択しているのはファン意識の現れ（注6）と考えられる。「グループ名」「メンバーカラー」「ハー

トマーク」の3つが示す意味を合成することで、「（ユーザーが応援している）King & Princeの岸優太」という

複雑な意味を表している事例と言えるだろう。 

5.3 結果 
　以上より、（i）「情報垢」中の隠語生成においては変換ソフトの影響を考慮する必要があること、（ii）絵文

字以外の記号類とは違ったふるまいが多数みられることが明らかになった。とくに（ii）は先行研究と大きく異

なった様相を見せている。たとえば、先行研究の示す事例がいずれも文字媒体による言語表現を経るのに対し、

5.2.1の例では言語表現を経由しない。また、5.2.2の例では（現在のところ）絵文字のみが持ちうる色などの情報

を手掛かりに意味の合成が行われている。これらは絵文字の「絵」としての側面が強く現れた一例であり、絵と

文字の境界例とみなすことができるだろう。 

6. 結論 
　本論文の結論は以下のようにまとめられる。第4節で示した結果からは、絵文字には （i）同一の絵文字であっ

ても生起環境により多様な解釈を受けること、（ii）複雑な概念を表しづらい特徴があり、ユーザは様々な方法

でこれをカバーしていることが明らかになった。具体的には、「 く」（聞く）のように送り仮名を続けること

で読みを一意に定める手法（他の文字体系で用いられる規則を借用する手法）や「 」のように複数の絵

文字を組み合わせて意味を合成する手法である（注7）。加えて、これらの手法でもカバーしきれない場合は

「無i/イ賞提/供」「ﾓ.ﾖ.ﾘ」「遭/遇」などの絵文字を含まない隠語を用いていることが観察された。これらの事

実からは、たとえ絵文字が「主」として用いられる事例であっても絵文字のみですべての意味を伝えることは困

難であり、少なくとも現在においてはひらがな・カタカナ・漢字・アルファベットのような独立した文字体系と

認めることはできないと結論づけられる。ただし、本論文で記述した事例は（「情報垢」という限定的なコミュ

ニティ内の現象であるにせよ）単なるパラ言語表示としての用法からは大きく飛躍しており、今後、絵文字使用

の「文法」とも呼べる規則が創発する可能性が示唆されたと言えるだろう。 

「　
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　第5節で示した結果からは、（i）絵文字を含む事例分析においては変換ソフトの影響を考慮する必要があるこ

と、（ii）文字媒体による言語表現を経由せず、絵文字の「絵」的機能が強く働くケースがあることが明らかに

なった。第4節で示した「 る」（見る）、「 く」（聞く）のように絵文字の「文字」的機能が強く現れる事

例とは対照的であり、絵文字は用いられる文脈によって絵/文字の二極を揺れ動く記号であると主張できる。（注8） 

　本研究では絵文字が「主」となる事例を分析し、他の文字体系と比較しながら絵文字の特徴を明らかにした。

今後は顔文字やスタンプ、約物等も視野に入れ、書き言葉（打ち言葉）に視覚が与える影響をより包括的に明ら

かにしたい。 

注 
1) 石原（2018）の原文では「プリクマ → プリキュアシリーズ（flashアニメ『ふたりはプリクマ』）」の順となっているが、

「プリクマ」が「プリキュアシリーズ」のパロディ作品であることを考慮すると、「プリキュア」→「プリクマ」（flash

アニメ『ふたりはプリクマ』）の順がより適切と考えられる。 

2) 「垢」は「アカウント」の略称であり、隠語というよりは略語としてオープンに用いられている。具体的には「勉強垢」

「ゲーム垢」「日常垢」などである。 

3) 条件の内容は、手持ちの情報と交換する、投稿を拡散することで情報提供者の知名度を上げる、対立するユーザのアカウ

ントを通報して停止させるなど情報提供者に何らかの貢献をするものである。 

4) 本稿では検索エンジンからの秘匿にのみ触れたが、絵文字が多数並んでいる視覚的華やかさや言葉遊びそのものを楽しむ

ユーザ意識が反映されている可能性もある。 

5) 具体的には、「副言語・非言語を補完する役割」の絵文字は文や節の切れ目に置かれるなどである。 

6) 絵文字のバリエーションの選択には、デザイン的な側面を重視した結果とみられるものもある。たとえば、投稿の「お気

に入り」登録をシンプルな「 」ではなく「 」や「 」で表現する例がこれにあたる。 

7) 漢字の場合、二つ以上の文字を合わせて別の意味を表す文字を生成する「会意」が広く知られており、「 」はこ

の類例であるとも考えられるが、本論文では踏み込んで論じることができなかった。 

8) 隠語中に用いる絵文字の選択には、それぞれの絵文字のもつイメージも大いに影響していると考えられる。たとえば「

雅」（相葉雅紀）を「 雅」（歯の絵文字＋「雅」）とする例、「 」を「 」（禁止の絵文字＋プリンの絵文

字）とする例はデータ中にみられなかった。 
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